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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 1 月 19 日に公表した平成 21 年 3 月期（平成 20 年 4 月 1

日 ～ 平成 21年 3月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

（金額の単位：百万円） 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4月 1 日 ～ 平成 21 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 112,000 2,000 1,500 300 13 円 58 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 110,000 1,900 1,400 △1,900 △85円99銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △2,000 △100 △100 △2,200 － 

増 減 率            （％） △1.8 △5.0 △6.7 － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年 3 月期） 
133,259 2,808 2,233 433 19 円 62 銭 

 

２．修正の理由 

昨年後半からの世界同時景気後退は、当社の予想を超えた規模、スピードで進展しており、特に当

社の主力事業であるエレクトロニクス関連の事業環境は著しく悪化しております。このような状況の

もと、今後の事業体質強化のため、全グループ企業を対象とした各種経営合理化への取り組みを決定

いたしました。 

この結果、経営合理化関連費用 600 百万円並びに固定資産の減損等 460 百万円が当期決算に織り込

まれる見通しとなりました。また、最近の株式市場の低迷により、保有有価証券の評価損 1,400 百万

円（当期第 3 四半期決算時点では 683 百万円）を併せて見込むことにより、当期の通期業績予想を上

記のとおり変更いたします。 

なお配当につきましては、安定配当の観点から前回の予想を据え置いております。 

 

（注）上記に記載した予想値は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は様々な要因により上記予想値とは異なる可能性があります。 

以  上 


